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青
森
県
津
軽
平
野
の
南
西
部
に
位
置
す

る
岩
木
山
（
１
６
２
５
ｍ
）
は
、
円

錐
形
の
美
し
い
姿
を
見
せ
る
独
立
峰
。
裾
野

周
辺
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
は
、
名
産
の
リ

ン
ゴ
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。

約
三
千
年
前
を
最
後
に
、
溶
岩
ド
ー
ム

を
形
成
す
る
よ
う
な
噴
火
は
発
生
し
て
い
な

い
。
有
史
後
は
、
す
べ
て
水
蒸
気
爆
発
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

１
６
０
０
年
の
噴
火
は
「
大
地
震
が
あ
り
、

そ
れ
と
と
も
に
岩
木
山
が
噴
火
し
て
、
小
石

や
砂
（
火
山
灰
）
が
降
っ
た
」
と
古
文
書
に

記
録
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
他
に
、
江
戸
四

大
飢
饉
の
ひ
と
つ
「
天
明
の
大
飢
饉
」
と

時
期
を
同
じ
く
す
る
１
７
８
３
年
の
噴
火
な

ど
、
１
８
０
０
年
代
ま
で
10
回
程
度
の
噴
火

記
録
が
あ
る
。

こ
こ
２
０
０
年
ほ
ど
は
噴
火
を
起
す
よ
う

な
活
動
は
な
い
が
、
岩
木
山
の
北
東
約
10

 

km

一
帯
な
ど
で
、
し
ば
し
ば
地
震
が
群
発
し
て
い

る
。岩

木
山
に
は
、「
お
山
参
詣
」
と
い
う
伝

統
行
事
が
あ
る
。
旧
暦
の
８
月
１
日
、
人
々

が
登
山
囃
子
に
あ
わ
せ
て
「
懺さ
い

悔ぎ

懺さ
い

悔ぎ

」
な

ど
詠
唱
し
な
が
ら
集
団
登
拝
し
、「
五
穀
豊

穣
」
と
「
家
内
安
全
」
を
祈
願
す
る
。
こ
の

行
事
は
国
の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

津軽富士

冬景色の岩木山

岩木山
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 19 年 12 月 1日に噴火予報を「平常」と発表。その後、予報
警報事項に変更はない（12 月 8日現在）。

岩
いわきさん

木山

Vol. 20

青森県
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コピーは、つねに
感じていることを書き
ました。
いつきてもおかしくないという意識で
備えておく必要があると思います。
受賞はとても嬉しいことでした。
選んで頂いて、ありがとうございます。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
ヶ
月
。
い
つ

来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
日

頃
の
防
災
教
育
の
重
要
性
が
あ
ら
た
に

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
学
校
や
地
域
に
お
け
る

防
災
教
育
の
試
み
と
、
専
門
家
に
う
か

が
う
、
企
業
に
お
け
る
防
災
教
育
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
防
災
教
育
に
取
り
組
む
方

も
、
様
々
な
事
例
や
専
門
家
の
お
話
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
校
や
地
域
に
お

け
る
防
災
教
育

ま
ず
初
め
に
、
学
校
や
地
域
に
お
け

る
防
災
教
育
の
事
例
を
「
次
世
代
に
繋

ぐ
活
動
」、「
高
校
生
や
大
人
た
ち
が
地

域
貢
献
す
る
活
動
」、「
災
害
時
要
援
護

者
支
援
を
重
視
し
た
活
動
」
か
ら
紹
介

し
ま
す
。

次
世
代
に
繋
ぐ
活
動

防
災
・
宿
泊
体
験
を
し
な
が
ら

10
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア

災
害
発
生
時
を
具
体
的
に
シ
ミ
ュ

ミッション 2　地震だ！避難せよ

第 1 回避難訓練（糸魚川市立根知
小学校　提供）

ミッション 8　地元の土砂災害を学べ！
（糸魚川市立根知小学校　提供）

ミッション 7　配給されたパンをみんなでわけよ
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防
災
教
育
の
試
み
─
─
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レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
訓
練
を
行
う
小
学
校

の
取
り
組
み
で
す
。

「
遠
足
の
途
中
で
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
し
、
交
通
手
段
が
遮
断
さ
れ
た
」

と
い
う
想
定
の
も
と
、
児
童
が
近
く
の

宿
泊
施
設
に
避
難
し
て
１
泊
２
日
の
〈
防

災
・
宿
泊
体
験
学
習
〉
を
実
施
。

地
震
の
影
響
で
停
電
・
断
水
（
水
道

は
夜
間
に
復
旧
）
が
続
き
、
宿
泊
施
設

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ガ
ス
し
か
使
え
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
の
迎
え

を
待
ち
な
が
ら
、
遠
足
用
に
各
自
が
持

参
し
た
飲
み
水
と
非
常
食
で
一
夜
を
明

か
す
と
い
う
設
定
で
訓
練
を
開
始
し
ま

す
。最

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
体
験
学
習
中

に
防
災
に
か
か
わ
る
〈
10
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
〉
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
。

災
害
が
発
生
し
た
緊
急
時
の
対
応
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
思
考
力
や
判
断
力

の
育
成
を
図
る
の
が
狙
い
で
す
。

実
践
団
体
は
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
立

根
知
小
学
校
。
同
校
は
、
日
本
で
初
め

て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地

域
に
あ
り
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
特
有
の
自
然
災
害
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
専
門
家
に
よ
る
〈
ジ
オ
パ
ー
ク
と

自
然
災
害
学
習
会
〉
や
、
避
難
訓
練
を

公
開
し
て
改
善
点
を
検
討
す
る
〈
地
域

防
災
懇
談
会
〉
も
実
施
。
ま
た
、
生
徒

と
と
も
に
保
護
者
や
地
域
住
民
が
参
加

す
る
〈
防
災
教
室
〉
で
は
、
土
石
流
が

起
こ
る
し
く
み
や
、
家
庭
内
で
の
災
害

対
応
も
学
び
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
自
然
と

向
き
合
う
防
災
教
育
」
に
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
校
生
・
住
民
に
よ
る

地
域
貢
献

地
域
の
た
め
に
「
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」
を
実
践

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
り
、
防
災

教
育
の
拠
点
を
め
ざ
す
高
校
の
取
り
組

み
で
す
。

海
沿
い
に
工
場
や
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
あ
る
京
葉
工
業
地
帯
で
は
、
工
業

地
帯
特
有
の
大
規
模
災
害
発
生
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
校
が
〈
防
災

担
当
者
連
絡
会
議
〉
を
開
催
。

教
育
委
員
会
や
地
域
の
企
業
、
病
院
、

消
防
署
な
ど
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
「
高

校
生
に
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
生
徒
た
ち
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、〈
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
工
場

見
学
〉
を
行
う
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に

必
要
に
な
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
、〈
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
学
習
会
〉
を
実
施
。
地

域
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
消
火
器
、

A
E
D
、
緊
急
通
報
の
体
験
を
行
っ
た

り
、〈
炊
き
出
し
〉
や
〈
避
難
所
設
営
〉

な
ど
も
訓
練
し
ま
す
。

実
践
団
体
の
千
葉
県
立
姉
崎
高
等
学

校
で
は
、
よ
り
実
践
的
な
避
難
訓
練
と

し
て
、〈
避
難
完
了
ま
で
の
タ
イ
ム
〉
も

計
測
。
１
～
３
年
生
の
所
要
タ
イ
ム
が

５
分
30
秒
～
６
分
の
と
こ
ろ
、
今
後
は

「
３
分
で
避
難
完
了
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

商
業
高
校
の
特
色
を
生
か
し
て

防
災
商
品
を
開
発

商
業
教
育
と
防
災
教
育
の
両
立
を

テ
ー
マ
と
し
た
高
校
の
取
り
組
み
で
す
。

地
元
企
業
の
協
力
の
も
と
、〈
オ
リ
ジ

ナ
ル
防
災
グ
ッ
ズ
の
企
画
・
開
発
〉
を

す
す
め
ま
す
。
実
践
団
体
の
愛
知
県
立

半
田
商
業
高
等
学
校
で
は
、
今
年
度
中

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
乾
パ
ン
の
商
品
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
貢
献
と
し
て
、
近
隣
の

糸魚川市立根知小学校 10 のミッション

5

ミッション 概　　　要

①地滑り地点を観察せよ 土砂災害が多い地域のため、地滑り
地点を観察する

②地震だ！避難せよ 遠足の途中で地震が起きたと想定し
て近くの宿泊施設へ

③電気と水のない夜を過ごせ 避難経路を確認し、懐中電灯の明か
りで過ごす

④カードゲームで防災を学べ カードゲーム「ナマズの学校」で、
災害時のトラブルの解決法を学ぶ

⑤限られた水と非常食で過ごせ
持参した水は食中毒予防のため破
棄。持参したおやつと配られたペッ
トボトルの水を分け合う

⑥�スタンツ（出し物）で避難所
を明るくせよ

クイズやゲームなどの余興を行い、
避難所の雰囲気を明るく保つ

⑦�配給されたパンをみんなでわ
けよ

翌朝、グループごとに配られた少量
のパンを分け合って食べる

⑧地元の土砂災害を学べ 地元の建設業者から過去 50 年間に
起きた自然災害の話を聞く

⑨七夕を学んで安全祈願 老人会の指導で、地域で伝統的な七
夕の飾り付けをして安全祈願

⑩使ったところをきれいにせよ 撤収。上級生が下級生をリードして
過ごす 2日間が無事完了
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小
中
学
校
で
〈
出
前
授
業
〉
を
実
施
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に

よ
る
〈
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
〉
で
防
災
ク

イ
ズ
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
今
年
度
は
、

被
災
地
か
ら
転
校
し
て
き
た
生
徒
の
生

の
声
を
紙
芝
居
に
取
り
入
れ
た
り
、
ま

た
、
地
元
の
農
園
の
提
案
で
、
ハ
ー
ト

型
の
実
を
つ
け
る
「
ハ
ー
ト
ツ
リ
ー
」

を
販
売
し
て
〈
売
り
上
げ
を
被
災
地
に

送
る
義
援
金
活
動
〉
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
大
人
が
小
学
校
の

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に

地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
、
自

治
会
が
学
校
を
巻
き
込
ん
で
実
践
し
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。

例
え
ば
、
小
学
校
の
５
～
６
年
生
向

け
に
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
〈
総
合

学
習
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
〉
と
な
っ

て
防
災
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
様
々
な

防
災
ツ
ー
ル
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
作

成
し
ま
す
。
実
践
団
体
の
奈
良
県
の
高

塚
台
２
丁
目
自
治
会
は
、
子
ど
も
た
ち

が
防
災
を
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
日
常

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〈
防
災
マ
ッ
プ
〉、〈
防
災
に
関
す
る

す
ご
ろ
く
〉、〈
子
ど
も
た
ち
が
シ
ナ
リ

オ
を
考
え
る
寸
劇
〉、〈
火
災
原
因
を
学

ぶ
防
災
パ
ズ
ル
〉
の
作
成
を
行
う
ほ
か
、

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
模
型
を
使
用
し
た
〈
地

震
を
起
こ
す
実
験
〉
で
、
木
造
建
築
の

耐
震
化
や
家
具
転
倒
防
止
も
学
び
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

障
害
が
あ
る
人
と
家
族
を
対
象
に

行
う
夜
間
避
難
所
設
営
体
験

災
害
時
の
対
応
を
擬
似
体
験
す
る
特

別
支
援
学
校
の
取
り
組
み
で
す
。

発
達
障
害
や
知
的
障
害
が
あ
る
児
童

生
徒
が
保
護
者
や
支
援
者
と
と
も
に
夜

間
避
難
所
設
営
体
験
を
行
う
〈
親
子
防

災
キ
ャ
ン
プ
〉
を
実
施
。

障
害
に
よ
っ
て
は
、
初
め
て
の
場
所

が
苦
手
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
慣
れ
親
し
む
体
育
館
を
避
難
場
所

に
使
用
し
ま
す
。
体
験
時
間
は
17
時
～

21
時
ま
で
の
４
時
間
ほ
ど
。〈
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
を
散
り
ば
め
た
通
路
を
歩
く
〉

体
験
で
は
、
災
害
時
に
足
の
裏
を
守
る

重
要
性
を
実
際
に
体
で
感
じ
と
り
ま
す
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
を
考
慮
し
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
〈
簡
易
ト
イ
レ
作
り
〉

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
ま
た
、
大

き
な
音
や
、
ま
ぶ
し
い
照
明
に
敏
感
な

児
童
生
徒
も
あ
る
た
め
、
聴
覚
や
視
覚

に
配
慮
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
践
団
体
の
神
奈
川
県
立
高
津
養
護

学
校
は
、
初
め
は
地
域
と
の
関
わ
り
が

希
薄
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
日
中
行
う

〈
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
〉
に
地

域
住
民
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
防
災
教
育
や
障
害
に
つ
い
て
、
地

域
の
人
た
ち
の
理
解
を
得
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
災
害

時
の
支
援
者
を
育
て
る
〈
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
〉
や
〈
保
護
者
・

支
援
者
向
け
学
習
会
〉
も
開
催
し
て
い

近隣の小中学校で実施した〈出前授業〉（愛知県立
半田商業高等学校　提供）

パズル作成中（高塚台２丁目自治会　提供）

小学校での耐震講座（高塚台２丁目自治会　提供）

夏祭りでの「ハートツリー」販売実習（愛知県立半
田商業高等学校　提供）

6
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ま
す
。

児
童
生
徒
が
自
主
的
に
取
り
組
む

特
別
支
援
学
校
の
防
災
活
動

授
業
や
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、
知

的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
た
ち
が
防
災

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
美
術
の
授
業
で
は
〈
防
災
マ

ル
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
〉、
作
業

学
習
で
は
〈
防
災
リ
ュ
ッ
ク
や
節
電
対

策
製
品
の
開
発
〉、
調
理
実
習
で
は
〈
缶

詰
や
保
存
食
を
活
用
し
た
調
理
体
験
〉

を
行
い
ま
す
。

生
徒
会
活
動
で
は
行
政
や
他
の
団
体

と
連
携
を
深
め
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
会
と
と
も
に
行
う
〈
炊
き
出
し
訓

練
〉
や
地
域
の
内
外
の
団
体
と
意
見
交

換
す
る
〈
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
を
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
寄
宿
舎
で

は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

〈
夜
間
の
防
災
訓
練
〉
を
実
施
。
そ
の
際
、

〈
防
災
ゲ
ー
ム
〉
を
通
じ
て
「
緊
急
時
に

持
ち
出
す
物
」
な
ど
を
考
え
る
緊
急
時

の
対
応
訓
練
や
〈
暗
闇
体
験
〉
も
行
わ

れ
ま
す
。

実
践
団
体
の
千
葉
県
立
東
金
特
別
支

援
学
校
で
は
、現
在
〈
防
災
安
全
マ
ッ
プ
〉

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
マ
ッ

プ
に
は
生
徒
た
ち
が
地
元
の
災
害
の
歴

史
を
調
べ
て
津
波
供
養
碑
の
場
所
を
書

き
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
が
あ
り
、
地
域

住
民
か
ら
配
布
を
待
ち
望
む
声
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

言
葉
が
わ
か
ら
な
い
外
国
人
も

災
害
時
要
援
護
者
で
す

在
住
外
国
人
向
け
の
防
災
教
育
の
取

り
組
み
で
す
。

災
害
時
に
は
日
本
語
が
母
国
語
で
は

な
い
外
国
人
も
要
援
護
者
と
な
り
ま
す
。

地
震
の
な
い
母
国
か
ら
き
て
い
る
外
国

人
は
、
地
震
発
生
時
の
避
難
行
動
に
つ

い
て
知
ら
な
い
人
が
多
い
た
め
で
す
。

ま
た
、災
害
時
に
は
「
避
難
勧
告
」
や
「
安

否
確
認
」
な
ど
、
日
常
生
活
で
は
使
わ

な
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま
す
。

実
践
団
体
の
「
や
さ
し
い
日
本
語
有

志
の
会
」（
京
都
）
で
は
、
外
国
人
の
た

め
の
〈
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〉
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
使
わ
れ
る
用

語
を
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
説
明
し

た
り
、
災
害
時
に
と
る
べ
き
行
動
に
つ

い
て
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
説
明
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、防
災
グ
ッ
ズ
の
名
前
や
目
的
、

使
い
方
な
ど
を
覚
え
る
〈
防
災
グ
ッ
ズ

カ
ー
ド
〉
な
ど
の
教
材
も
開
発
中
で
す
。

災
害
時
に
一
人
で
も
多
く
の
外
国
人

を
支
援
す
る
に
は
、
外
国
人
に
防
災
知

識
を
得
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
ど
う

す
れ
ば
彼
ら
に
必
要
な
情
報
が
伝
え
ら

れ
る
か
日
本
人
も
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

の
普
及
活
動
と
し
て
〈
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
〉
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

地域のボランティア部会と炊き出し交流
（千葉県立東金特別支援学校　提供）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
実
行
委

員
会
と
内
閣
府
が
主
催
す
る
「
防

災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
の

２
０
１
１
年
度
実
践
団
体
が
行
っ

て
い
る
試
み
の
一
例
で
す
。

「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」
は
、
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
団
体
が
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
支
援

も
受
け
な
が
ら
１
年
間
か
け
て
防

災
教
育
プ
ラ
ン
を
実
践
し
ま
す
。

去
る
10
月
15
日
、
16
日
に
開
催
さ

れ
た
「
防
災
教
育
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
東
京
・
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ

ン
パ
ス
）
で
は
、
各
団
体
か
ら
中

間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防災グッズの名前や目的、使い方などを覚える「防
災グッズカード」（「やさしい日本語」有志の会　提供）

防災教育チャレンジプラン  http://www.bosai-study.net/top.html

元禄地震の津波供養碑の見学
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基調講演を行う福和伸夫名古屋大学大学院教授
（防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局　提供）

8

コラム

福
和教授からは、防災教育を推進するには、「災害
をわがことと受け止める」教育が重要。「過去の
歴史から学び、理科や社会をバランスよく取り入

れた防災教育に取り組むことは、今後の減災につながる」
というお話がありました。被災地から学んだことを、今後
に生かしていく取り組みが求められています。
　ここでは、福和教授の講演のポイントをご紹介します。

過去の伝承を学ぶ教育が災害を減らす

　今回の東日本大震災は未曽有の災害といわれますが、過
去の歴史をひもとくと、日本はこれまでもたびたび災害に
見舞われています。三陸地方では３つの津波災害（1896
年 明治三陸地震、1933 年 昭和三陸地震、1960 年チリ地震）
を通じて、「津波てんでんこ」という防災教訓が伝承され
てきました。「ここより下に家を建ててはいけない」とい
う石碑の言い伝えを守って、災害の難をまぬがれた人もい
ました。
　平安時代に起きた貞観地震は『日本三代実録』にも記録
されていますが、そこには東日本大震災の被災地と同じ情
景が描写されています。また、〈末の松山〉と〈沖の石〉
という歌枕で知られる和歌も、津波の恐ろしさを後世に伝
えています。「契りきな　かたみに袖を　しぼりつつ　末

の松山　なみこさじとは」という和歌では、末の松山は波
が届かない場所にあったと伝えていますが、「わが袖は　
潮干に見えぬ　沖の石の　人こそ知らぬ　乾く間もなし」
では、沖の石は津波に浸かりやすいところにあり、乾く間
もなしと伝えています。
　このように日本には防災にまつわる伝承がたくさんあり
ます。福和教授は、ここに祖先からのメッセージが残され
ていると話されています。科学的根拠に基づく理科ととも
に、過去の歴史に目を向ける社会をバランスよく学ぶこと
も災害時の備えにつながるのはないでしょうか。災害時の
被害を減らすには、被災地で助かった人たちにならい、「先
人が残した教訓から学ぶ教育」が必要です。

防災教育は学校を起点に広がっていく

　減災を根づかせる教育では「自分の命は自分で守る」と
いう意識とともに、さらには「家族や地域を助けていく」
という志を身に付けることも重要です。
　命を守るためにはまずは衣・食・住の確保が不可欠。そ
の後の生活の維持には医療、職業、教育が重要ですが、こ
れらを継続させていくためには、学校教育が重要な役割を
果たします。保健体育、社会、地学物理、技術課程・図画
というのは、それぞれ命を守る教育、理屈を知る教育、社会・
地域を知る教育、備える教育ということになります。学校
は地域の中心であり、先生方は話を伝えるプロです。子ど
もたちが学校で受けた防災教育について、日ごろから家族
に話すだけでも、学校を起点とした防災の輪が広がってい
くことでしょう。
　減災行動には、①理解する（勉強）②納得する③わがこ
とと思う④決断する（互いに説得し合う）⑤実践する（協
力者を得る）という５つのステップがあります。福和教授
は、これらのステップを踏まえた防災教育を推進するため
にも、学校の先生向けの教育と良い教材の必要性を挙げて
います。
　福和教授は、身近な教材としてプリンと羊

よう

羹
かん

をゆすって
揺れ具合を比べる実験をするだけでも、地盤がもろい地域

（プリン）と台地（ようかん）の違いを確かめることがで
きるとお話しされたほか、地震発生前後の物語を擬似体験
できる WEB 絵本『災害シナリオ体験アプリ escape』やロー
ルプレイングゲームの『震度 6 強体験シミュレ―ション』
など、内閣府や大学のほか、各方面で防災教育を支援する
様々な防災教材がつくられていると紹介されました。

「2011 年度防災教育交流フォーラム」基調講演

東日本大震災に学ぶ減災のための防災教育
10 月 15 日、16日に立教大学池袋キャンパス（東京）で開催された「2011 年度防災教育交流フォー
ラム」では、防災教育チャレンジプラン実践団体等による発表のほか、福和伸夫名古屋大学大学院
教授による基調講演が行われました。
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企
業
に
お
け
る 

防
災
教
育

富
士
通
総
研
Ｂ
Ｃ
М
事
業
部
長
の
伊

藤
毅
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

企
業
に
お
け
る
防
災
教
育
の
あ
り
方

や
効
果
的
な
訓
練
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

実
務
経
験
に
基
づ
く
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ

ウ
に
は
、
企
業
や
自
治
体
等
、
組
織
に

お
け
る
防
災
教
育
と
し
て
応
用
し
た
い

ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
動
け
る
人
間

＝
ビ
ジ
ネ
ス
変
化
に
強
い
人
間

災
害
時
に
重
要
な
こ
と
は
、
知
識
だ

け
で
な
く
、
入
っ
て
く
る
情
報
か
ら
、

自
分
の
身
の
回
り
に
ど
ん
な
こ
と
が
起

き
そ
う
な
の
か
と
発
展
さ
せ
ら
れ
る
想

像
力
と
、
そ
れ
を
行
動
に
結
び
つ
け
る

決
断
力
で
し
ょ
う
。
そ
こ
が
抜
け
て
い

る
と
、
情
報
だ
け
与
え
ら
れ
て
も
何
も

起
き
な
い
。

企
業
に
お
け
る
防
災
教
育
は
「
災
害

時
に
動
け
る
人
間
」
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
実
は
企
業
の
人
材
開
発
、
人
材
育

成
そ
の
も
の
で
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
問
題
で
は
な
い
。
行

動
能
力
を
鍛
え
て
い
く
の
だ
か
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
に
強
い
人
間
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
考
え
方

な
ん
で
す
。

防
災
教
育
と

人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
防
災
」
と
い
う
と
縦
の
切
り
口
で

し
か
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

本
来
あ
る
企
業
の
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
に
「
防
災
」
と
い
う
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ど
う
載
せ
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

幹
部
社
員
や
管
理
職
向
け
の
人
材
開

発
研
修
の
中
に
「
防
災
」
や
「
リ
ス
ク

管
理
」
或
い
は
「
Ｂ
Ｃ
（
事
業
継
続
）」

と
い
う
旗
が
一
本
立
っ
て
い
る
と
い
う

考
え
方
で
す
ね
。

企
業
防
災
は
企
業
活
動
そ
の
も
の

　
企
業
は
、
平
常
時
と
災
害
時
を
完
全

に
寸
断
し
て
考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、

例
え
ば
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
は
、

そ
の
企
業
が
持
っ
て
い
る
リ
ソ
ー
ス
で

対
応
す
る
企
業
活
動
そ
の
も
の
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
担
当
者
に
一
番
重
要
な
こ
と

は
、
平
常
時
の
活
動
が
き
ち
ん
と
分
か
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
会
社
の
企

業
活
動
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

よ
り
良
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
出
来

る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
で
す
。

平
常
時
、
企
業
が
自
分
達
の
環
境
を

意
識
し
て
経
営
方
針
を
決
め
、
そ
れ
を

活
動
・
実
行
に
移
し
、
評
価
す
る
と
い

う
活
動
が
、
非
常
時
（
災
害
時
）
に
は

短
い
時
間
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
だ
け
な
ん
で
す
。

日
本
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
海
外
と
比
べ
て

相
対
的
に
遅
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
問
題
点
は
「
遅

れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
り
は
、
あ
ま
り

に
も
強
烈
な
災
害
が
あ
り
す
ぎ
る
が
ゆ

え
に
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
レ
ベ

ル
が
非
常
に
高
い
と
い
う
風
に
考
え
た

方
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
日
本
の

企
業
、
特
に
日
本
の
製
造
業
が
作
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
の
は
、

世
界
で
最
高
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
か
ら
。

シミュレーション訓練
（株式会社 富士通総研　提供）

事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）

　企業は、災害や事故で被害を受けても、取引先等の利害関係者から、重要業務

が中断しないこと、中断しても可能な限り短い期間で再開することが望まれる。

　この事業継続を追求する計画を「事業継続計画」と呼び、内容としては、バック

アップのシステムやオフィスの確保、即応した要員の確保、迅速な安否確認などが

典型である。

　それらは、事業内容や企業規模に応じた取組みでよく、多額の出費を伴わずとも

一定の対応は可能なことから、すべての企業に相応した取組みが望まれている。

9
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プ
ロ
セ
ス
を
解
析
す
る

国
内
外
で
起
き
た
災
害
に
つ
い
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
我
々
は
常
に

プ
ロ
セ
ス
を
解
析
す
る
ん
で
す
ね
。

地
震
発
生
か
ら
一
報
が
上
が
っ
て
来

る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
、
ど
の
よ
う

に
一
報
が
上
が
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の

人
が
判
断
を
下
す
ま
で
に
要
し
た
時
間
、

ど
う
い
う
材
料
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
も
と
に
、
ど
う
判
断
し
て
、
ど
う

伝
え
て
、
結
果
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
割
り
出
し
ま
す
。

平
常
時
と
非
常
時
（
災
害
時
）
で
基

本
的
に
違
う
点
は
、
対
応
す
る
た
め
に

使
え
る
時
間
が
非
常
に
短
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

平
常
時
で
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
考
え

る
時
間
が
あ
り
、
何
も
準
備
し
て
い
な

く
て
も
、
色
々
な
こ
と
を
相
談
し
な
が

ら
考
え
、
色
々
な
と
こ
ろ
と
連
絡
を
取
っ

て
ベ
ス
ト
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
出
来
な
い
環
境
だ
と
考
え
た

場
合
、「
か
か
る
時
間
を
い
か
に
短
く
す

る
か
」
と
い
う
の
が
我
々
に
と
っ
て
は

最
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
、「
何
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
」
を
解
析
す
る

ん
で
す
よ
。　

実
際
行
動
を
解
析
す
る

我
々
が
防
災
教
育
や
訓
練
を
設
定
す

る
時
は
、
最
初
に
、「
誰
に
ど
ん
な
知
識

を
覚
え
さ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が

出
来
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
か
」
を
定
義

し
ま
す
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
対
象
と

な
る
人
達
が
興
味
を
覚
え
る
情
報
発
信

の
仕
方
、
見
せ
方
は
何
な
の
か
を
考
え

て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
時

間
が
か
か
り
そ
う
な
要
素
を
シ
ナ
リ
オ

の
中
で
次
々
と
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
「
情
報
が
十
分
収
集
出
来
な
い
」、

「
安
否
時
間
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
」、「
こ
れ
は
役
割
分
担
が
問
題

だ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
分
解
し
て
い
く
ん

で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
る
に
し
て
も
、
防
災

計
画
書
を
作
る
に
し
て
も
、
色
々
な
こ

と
を
考
え
る
よ
り
も
実
際
行
動
を
解
析

し
て
、
そ
こ
に
出
て
く
る
問
題
が
そ
の

災
害
特
有
の
も
の
な
の
か
、
共
通
し
て

出
て
く
る
も
の
な
の
か
、
或
い
は
、
た

ま
た
ま
運
よ
く
そ
の
問
題
が
発
生
し
な

か
っ
た
だ
け
な
の
か
を
見
て
い
く
と
、

そ
の
組
織
・
企
業
に
適
し
た
も
の
が
出

来
上
が
っ
て
き
ま
す
。

問
題
を
掘
り
下
げ
て
考
え
る

　
災
害
時
に
共
通
し
て
出
て
く
る
問
題

の
ひ
と
つ
は
、
通
信
手
段
で
す
。

通
信
手
段
を
整
備
す
る
と
い
う
ハ
ー

ド
的
な
対
応
も
あ
れ
ば
、
通
信
で
き
な

い
場
合
の
手
順
を
決
め
て
お
く
と
い
う

ソ
フ
ト
的
な
対
応
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
帰
宅
困
難
者
が
多
数
出
て

も
、
そ
れ
は
問
題
で
は
な
く
て
、
単
な

る
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
従
業

員
が
帰
り
た
い
理
由
は
「
家
族
が
心
配

だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
が
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
問
題
で
す
。

家
族
と
の
連
絡
を
ど
う
取
る
の
か
。

出
来
る
だ
け
多
く
の
従
業
員
が
、
家
族

シミュレーション訓練
災害対応に求められる3つの能力

●イマジネーション能力
　 災害発生後、時間経過とともに何が起こるかを具体的

にイメージできる
●�情報が不足している中での分析・判断力
　 情報が不足している時、あるいは情報が集中している

時において、状況を分析・判断し理解する能力
●行動力
　 自ら災害に関する知識を有機的に結合し、状況に応じ

て最適な判断を行い迅速に行動する能力

　災害発生から、時々刻々と変化していく被災状況をリ
アルタイムで再現し、情報整理、判断力といった危機対
応に不可欠な要素を体感する。
　負傷者の発生や設備被害といった人的・物的災害へ
の対応に加え、取引先からの被害報告や顧客からの要
求など、実際に起こりうる事業継続に関するシナリオも
盛り込む。

　当社では、管理職は全員シミュレーション訓練を受け
る方針です。ハードもソフトも防災対策の実効性を測るこ
とができるのが、訓練なんです。
　事前に何をやるかを知らせずに、次々とシナリオを与
えていきます。
　このような訓練は、盛り上げ方も重要だと考えていま
す。モチベーションが上がるよう、ビジネスゲームのよう
に進行したり、チームごとに競わせて、それに対して賞を
出したりということもやりますよ。（伊藤さん）

（参考資料　株式会社富士通総研　BCM訓練センター 
「大規模地震対応模擬訓練」）
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の
安
否
を
確
認
す
る
手
段
を
も
っ
て
お

く
こ
と
で
、
初
め
て
解
決
出
来
る
問
題

で
す
。
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
掘
り
下
げ
ず
、「
帰
っ
て
は

い
け
な
い
」
と
言
う
だ
け
で
は
何
も
始

ま
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
や
、
災
害
時
・
被

災
時
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
ど
う
行

動
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
も
う
少
し

構
造
的
に
、
理
由
を
全
部
解
き
明
か
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

直
ぐ
に
、
ハ
ー
ド
を
ど
う
す
る
か
、

あ
る
い
は
手
順
・
決
ま
り
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
解

決
し
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、
ど
う
い
う
動
機
で
何

が
し
た
い
の
か
を
も
っ
と
考

え
な
い
と
、
人
に
直
接
訴
え

か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

企
業
防
災
と
改
善
活
動

「
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の

か
を
考
え
、
ひ
た
す
ら
掘
り

下
げ
る
」。
こ
れ
は
現
場
の
改

善
活
動
そ
の
も
の
な
ん
で
す
。

製
品
を
作
る
の
に
、
プ
ロ

セ
ス
や
、
要
す
る
時
間
な
ど

常
に
測
り
な
が
ら
、
出
来
る

だ
け
そ
れ
ら
を
短
く
し
た
り
、

系
列
化
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
行
程
を
改
善
し
た
り
と
い

う
こ
と
を
何
十
年
も
や
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
は
、
日
本
の

企
業
は
と
て
も
得
意
で
あ
る
の
に
、
残

念
な
が
ら
災
害
対
応
・
危
機
対
応
、
或

い
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
活
動
に
結
び
つ
い

て
い
か
な
い
。

防
災
教
育
を
継
承
す
る

企
業
に
お
け
る
防
災
教
育
は
、
指
導

者
が
少
な
い
上
に
、
そ
の
人
が
辞
め
た

り
変
わ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、「
防

災
」
活
動
や
Ｂ
Ｃ
を
平
常
時
の
企
業
活

動
と
切
り
離
し
て
考
え
て
し
ま
う
た
め

な
ん
で
す
。

人
が
辞
め
た
り
、
新
入
社
員
が
入
っ

て
き
た
り
と
い
う
の
は
会
社
の
中
で
毎

日
起
こ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
個
人
が
持
っ

て
い
る
も
の
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
に
企
業
の
教
育
制
度

が
あ
る
ん
で
す
よ
。

会
社
の
中
の
人
材
育
成
の
様
々
な
モ

デ
ル
の
中
に
、
リ
ス
ク
管
理
や
防
災
、

Ｂ
Ｃ
を
組
み
込
む
べ
き
で
す
ね
。

ま
た
、
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

が
、
彼
ら
の
も
っ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
に

入
れ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

危
機
管
理
を
担
当
し
て
い
る
方
へ

「
人
を
強
く
し
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う

起
点
に
立
て
ば
、
自
分
が
や
っ
て
い
る

仕
事
が
い
か
に
意
味
が
あ
る
仕
事
か
と

言
う
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
す
。
逆
に
、

そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る
仕
事
な
ん
だ

と
思
っ
て
欲
し
い
で
す
。

「
な
ん
と
な
く
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
あ

る
い
は
、「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
役
に
立

つ
仕
事
」
で
は
な
く
、
常
に
会
社
の
価

値
を
上
げ
続
け
て
い
る
仕
事
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
こ
の
仕
事
で

会
社
の
価
値
を
も
っ
と
あ
げ
ら
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
是
非
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

そ
の
価
値
と
い
う
の
は
提
供
す
る
も

の
の
価
値
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
企
業
で

も
自
治
体
で
も
同
じ
で
す
。
自
分
達
の

活
動
の
何
が
会
社
の
価
値
を
上
げ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
、
そ
の

因
果
関
係
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
す
。

自
分
達
の
仕
事
が
会
社
を
救
い
、
且

つ
会
社
を
強
く
し
て
い
く
仕
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
誇
り
を
持
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
富
士
通
総
研 

第
二
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部 

Ｂ
Ｃ
М
事
業
部
長
（
兼
）
Ｂ
Ｃ
М
訓
練
セ
ン
タ
ー
主
任
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

伊
藤 

毅
（
い
と
う
・
た
け
し
）

富
士
通
株
式
会
社
に
お
い
て
様
々
な
企
画
業
務
に
携
わ
り
、
２
０
０
７
年

に
企
業
向
け
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
等
を
行
う
株
式
会
社
富
士
通
総

研
に
出
向
。
以
降
、
企
業
危
機
管
理
全
般
に
わ
た
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部
門
の
責
任
者
と
し
て
幅
広
い
業
種
の
企
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
同
社
が

開
催
す
る
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
等
の
講
師
も
務
め
る
。
Ｎ

Ｐ
О
法
人 

事
業
継
続
推
進
機
構
Ｂ
Ｃ
М
資
格
及
び
専
門
家
育
成
担
当
理

事
。
米
国
専
門
家
団
体
（
Ｄ
Ｒ
Ⅱ
）
認
定
Ｂ
Ｃ
専
門
家
資
格
保
有
者
。

シミュレーション訓練（株式会社 富士通総研　提供）
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
の
総
括
及
び
今
後

の
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
中
央
防
災
会
議
の
専
門
調
査
会
と
し
て
「
防

災
対
策
推
進
検
討
会
議
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

（
２
０
１
１
年
10
月
11
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）。

本
検
討
会
議
の
座
長
は
官
房
長
官
、
座
長
代
理

は
防
災
担
当
大
臣
で
あ

り
、
関
係
閣
僚
（
総
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
防
衛

大
臣
、
国
家
公
安
委
員

会
委
員
長
）
及
び
有
識

者
を
委
員
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
検
討
会
議

に
は
野
田
内
閣
総
理
大

臣
も
出
席
さ
れ
、
会
議

の
冒
頭
に
は
、
今
ま
で

の
想
定
を
大
き
く
上
回

る
規
模
の
災
害
に
つ
い

て
も
防
災
対
策
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
国
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
こ

と
は
政
府
の
根
幹
的
な

責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
検
討
会
議
に
お
い
て
、

災
害
法
制
の
あ
り
方
や

今
後
の
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
の
あ
り
方
に
つ

い
て
闊
達
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
、
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
座
長
で
あ
る
藤
村
官
房
長
官
か
ら
も
、
専
門

調
査
会
の
メ
ン
バ
ー
に
閣
僚
が
加
わ
る
の
は
初
め

て
で
あ
り
、
本
検
討
会
議
や
中
央
防
災
会
議
を
中

心
に
、
政
府
を
挙
げ
て
省
庁
横
断
的
に
防
災
対
策

の
充
実
・
強
化
を
図
り
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
と
し
て
は
、「
東
日
本

大
震
災
へ
の
応
急
対
策
等
の
総
括
」、「
防
災
基
本

計
画
の
見
直
し
」、「
全
国
防
災
対
策
費
に
つ
い
て

の
考
え
方
」、「
災
害
対
策
法
制
の
あ
り
方
」
等
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
２
０
１
１
年
中
に
３
回
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
を
始
め
、
幅
広
い
観
点
か
ら
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
防
災
基
本
計
画
の
修
正
に

つ
い
て
は
、
検
討
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
12

月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
第
４
回
の
検
討
会
議
を
１
月
の
中
旬

を
目
途
に
、「
三
連
動
地
震
対
策
の
見
直
し
」や「
自

然
災
害
対
応
体
制
の
あ
り
方
」
等
を
議
題
と
し
て

開
催
予
定
で
す
。

第
５
回
以
降
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

状
況
を
踏
ま
え
て
議
題
な
ど
を
調
整
し
、
来
年
の

春
ご
ろ
の
中
間
報
告
、
夏
ご
ろ
の
最
終
報
告
に
向

け
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。
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野田内閣総理大臣出席のもと開催された第 1回防災対策推進検討会議の様子

ア
ク
セ
ス

中
央
防
災
会
議
　防
災
対
策
推
進
検
討
会
議

h
ttp

://w
w

w
.b

o
u

sa
i.g

o
.jp

/ch
u

b
o

u
/su

ish
in

k
a

ig
i/in

d
e

x
.h

tm
l



ぼ う さ い      冬号  ( 第65 号 )

首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」）
の
第
２
回
会
合
が
、

平
成
23
年
11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
後
に
首
都
圏

に
お
い
て
大
量
に
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
に
よ
り
様
々
な
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
首
都
直
下
地
震
発
生
時
に
は
首
都
圏
全
体
で
約
６
５
０
万
人
と
想
定
さ
れ
る
帰
宅
困

難
者
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
企
業
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
に
係
る

情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
対

策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
内
閣
府
及
び
東
京
都
が
平
成
23
年
９
月
20
日
に
設
置
し
た
も
の

で
す
。

第
２
回
協
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
、
個
人
、
自
治
体
、
企
業
及
び

主
要
駅
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
い
、
そ
の
後
の
帰
宅
困
難
者
対
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
中
で
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
、
首
都
圏
全
体
で
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
（
３
月

11
日
の
う
ち
に
帰
宅
で
き
な
か
っ
た
人
）
は
約
５
１
５
万
人
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
、ま
た
、

地
震
発
生
時
に
会
社
・
学
校
に
い
た
人
の
う
ち
、
５
割
弱
の
人
が
、
17
時
台
ま
で
に
会
社
・

学
校
を
離
れ
て
お
り
、
業
務
・
授
業
の
終
了
後
に
あ
ま
り
時
間
を
お
か
ず
に
会
社
・
学
校

を
離
れ
た
人
が
多
い
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
首
都
直
下
地
震
時
の
帰
宅
困
難
者
に
よ
る
混
乱
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
会
社
等
に
留
ま
っ
て
も
ら
う
一
斉
帰
宅
の
抑
制
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
促
進

が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
首
都
直
下
地
震
発
生
時
に
お
け
る
帰
宅
困

難
者
の
発
生
を
抑
制
す
べ
く
、「
一
斉
帰
宅
抑
制
の
基
本
方
針
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、帰
宅
困
難
者
等
の
発
生
に
よ
る
混
乱
を
防
止
す
る
た
め「
む

や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
」
と
い
う
基
本
原
則
を
徹
底
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
、
企

業
等
は
、
従
業
員
等
を
一
定
期
間
事
業
所
内
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
３
日
分
の

必
要
な
水
、
食
料
、
毛
布
な
ど
の
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

協
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年
春
頃
に
中
間
報
告
、
平
成
24
年
夏
～
秋
頃
に
最
終
報

告
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、「
一
斉
帰
宅
抑
制
の
基
本
方
針
」
の
具
体
化
や
帰
宅
困
難

者
等
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
、
徒
歩
帰
宅
者
へ
の
支
援
の
あ
り
方
、
駅
前
滞
留
者
対
策

や
搬
送
体
制
等
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
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首都直下地震帰宅困難者等対策協議会の
開催

第 2回首都直下地震帰宅困難者等対策協議会に出席する平野防災担当大臣
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日中韓防災担当閣僚級会合の様子

10
月
28
日
（
金
）、
日
中
韓
防
災
担
当
閣

僚
級
会
合
が
中
国
・
北
京
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
合
は
、
日
本
、
中
国
、

韓
国
の
間
で
の
防
災
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、

２
０
０
８
年
12
月
の
日
中
韓
首
脳
会
議
で
、
各
国

持
ち
回
り
で
開
催
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で

す
。
今
回
は
２
０
０
９
年
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た

第
１
回
会
合
に
続
く
第
２
回
目
の
会
合
で
あ
り
、

日
本
か
ら
は
後
藤
斎
内
閣
府
副
大
臣
が
出
席
し
ま

し
た
。

会
合
で
は
、
今
後
の
三
国
の
防

災
協
力
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
で
す
。

ま
ず
、
相
互
訪
問
、
交
流
制
度
の

確
立
と
し
て
、
２
年
に
一
度
の
閣

僚
級
会
合
や
適
切
な
時
期
に
専
門

家
に
よ
る
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
、

各
国
の
経
験
を
共

有
す
る
た
め
に
政

府
の
防
災
担
当
者

や
専
門
家
を
被
災

地
に
招
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
に
関

す
る
政
策
の
情
報

や
大
規
模
災
害
に

つ
い
て
の
研
究
成

果
の
共
有
促
進
を

図
る
こ
と
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
減

ら
し
、
救
援
活
動
に
お
け
る
能

力
を
向
上
す
る
た
め
の
協
力
を

強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
会
合
の
最
後
に
は
、
こ
れ

ら
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
、
３

か
国
の
代
表
に
よ
る
共
同
声
明

書
へ
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
、

災
害
管
理
の
た
め
に
人
工
衛
星
で
の
観
測
を
利
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
共
有
す
る
「
セ
ン
チ

ネ
ル
・
ア
ジ
ア
」
と
い
う
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
中
韓
の
防
災
力
向
上
に
お
い
て
も
、
こ

の
よ
う
な
既
存
の
枠
組
を
使
っ
た
協
力
関
係
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　

な
お
、
第
３
回
の
会
合
は
２
０
１
３
年
に
韓
国

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

日中韓防災担当閣僚（右端：後藤斎内閣府副大臣）
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防災の動き
Disaster Management News

日中韓防災担当閣僚級会合の開催

第
１
回
会
合
に
続
く
第
２
回
目
の
会
合
で
あ
り
、

日
本
か
ら
は
後
藤
斎
内
閣
府
副
大
臣
が
出
席
し
ま
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国
際
会
議
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
専
門
家
会
合

　～
巨
大
津
波
災
害
の
教
訓
に
学
ぶ
～
」

12
月
16
日
（
金
）、
17
日
（
日
）
に
東
京
・
汐
留
に
お
い
て
、

内
閣
府
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ら
の
主
催
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
専
門
家
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
合
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
主
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
諸

外
国
や
国
際
機
関
と
共
有
し
、
意
見
交
換
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
25
の
外
国
政

府
、
19
の
国
際
機
関
、
14
の

省
庁
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
約

１
０
０
名
が
参
加
し
、
活
発

な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
会
合
で
は
河
田
惠
昭

関
西
大
学
教
授
か
ら
の
基
調

講
演
、
岩
手
県
釜
石
市
の
野
田

武
則
市
長
に
よ
る
被
災
地
か

ら
の
特
別
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
つ
の
分
科
会
で
の
議

論
を
受
け
た
全
体
会
合
で
は
、

地
域
の
条
件
や
特
徴
に
応
じ

た
効
果
的
な
警
戒
シ
ス
テ
ム

が
大
切
で
あ
る
こ
と
や
、
効

果
的
な
避
難
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
会
合

の
場
で
情
報
交
換
を
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

翌
18
日
（
日
）
は
、
現
地

視
察
と
し
て
約
70
名
が
岩
手

大
雪
に
対
す
る
防
災
力
向
上
方
策
検
討
会
提
言

─
─
豪
雪
地
域
の
防
災
力
向
上
に
向
け
て
─

 

─

 

　
　
　
　
　中

間
と
り
ま
と
め
の
公
表
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
の
大
雪
は
、
豪
雪
地
域
を
中
心
に
犠
牲
者
１
３
１
名
を
出
す

な
ど
、
そ
の
被
害
は
「
平
成
18
年
豪
雪
」
に
迫
る
状
況
で
し
た
。
犠
牲

者
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
除
雪
作
業
中
や
高
齢
者
に
多
く
、
ま
た
、
住
居

と
と
も
に
、
重
要
な
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
被
害
や
道
路
除
雪
も
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

内
閣
府
及
び
国
土
交
通
省
で
は
、
学
識
経
験
者
・
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、

「
大
雪
に
対
す
る
防
災
力
向
上
方
策
検
討
会
」
に
お
い
て
、
豪
雪
地
帯
の
雪
害

対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
23
年
12
月
９
日
に

は
、
今
冬
に
向
け
た
緊
急
提
言
を
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。

雪
に
対
す

る
「
減
災
」
の

知
恵
・
お
役
立

ち
情
報
、
政
府

の
取
組
に
関
す

る
情
報
等
は
内

閣
府
防
災
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
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県
沿
岸
部
を
訪
問
し
ま
し
た
。

復
旧
、
復
興
の
過
程
で
得
ら
れ
た
日
本
の
経
験
を
国
際
社
会
と
共
有
す
る

こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
示
さ
れ
た
世
界
か
ら
の
支
援
へ
の
恩
返

し
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
を
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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会合参加者による集合写真
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最
初
に
、
語
り
部
・
平
野
啓
子
さ
ん
に
よ
る

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
津
波
防
災
の
物
語
『
稲

む
ら
の
火
』
の
〝
語
り
〟
が
あ
り
、
過
去
の
災
害

の
教
訓
か
ら
学
ぶ
大
切
さ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　次
に
、
釜
石
市
立
釜
石
東
中
学
校
の
齋
藤 

真
先

生
よ
り
『
学
校
で
の
防
災
教
育
の
取
組
み
や
発
災

時
の
体
験
に
つ
い
て
の
報
告
』
が
あ
り
ま
し
た
。

齋
藤
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
子
供
た
ち
に
「
普
段
の

こ
と
を
真
剣
に
行
お
う
」
と
語
り
か
け
て
き
ま
し

た
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
偶
発
的
に
起
こ
っ
た
の
で

は
な
く
、
子
供
た
ち
こ
そ
が
奇
跡
そ
の
も
の
だ
っ

た
の
で
す
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
片
田
敏
孝
群
馬
大
学
大
学
院
教
授
に

よ
り
、『
想
定
外
を
生
き
抜
く
力

　大
津
波
か
ら
生

き
抜
い
た
釜
石
市
の
児
童
・
生
徒
の
主
体
的
行
動

に
学
ぶ
』
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

片
田
教
授
は
「
子
ど
も
た
ち
は
10
年
経
て
ば
大

人
に
な
る
、
さ
ら
に
10
年
経
て
ば
親
に
な
る
。
そ

し
て
、
次
の
世
代
が
育
っ
て
い
く
こ
と
で
文
化
再

生
の
礎
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い

の
も
と
、
釜
石
で
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
防
災
教

育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
片
田
教
授
が
行
う
津
波

防
災
教
育
の
中
心
で
あ
る
『
避
難
３
原
則
』
と
は
、

ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

●
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い

例
え
ば
、
明
治
三
陸
津
波
を
想
定
し
て
作
ら
れ

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
過

去
と
同
じ
大
き
さ
の
津
波
が
く
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
説
明
す
る
と
、

浸
水
想
定
区
域
外
に
あ
る
自
分
た
ち
の
学
校
も
危

な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
相
手

は
自
然
。
人
間
の
想
定
を
超
え
る
事
態
も
当
然
、

あ
り
得
る
の
で
す
。

●
状
況
下
に
お
い
て
最
善
を
尽
く
す

ど
ん
な
規
模
の
津
波
が
来
る
か
は
、
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の
日
、
そ
の
時

に
で
き
る
最
善
を
尽
く
す
こ
と
だ
け
で
す
。
地
震

の
際
、
校
庭
で
練
習
し
て
い
た
釜
石
東
中
学
校
の

サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
た
ち
は
、
大
き
な
地
割
れ
に

気
づ
き
、「
津
波
が
く
る
ぞ
ー
！
」
と
叫
ん
で
、
す

ぐ
に
走
り
出
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
小
学
校

に
向
か
っ
て
同
じ
よ
う
に
叫
び
、
６
０
０
人
の
子

ど
も
た
ち
が
最
初
の
避
難
場
所
へ
と
走
り
ま
し
た
。

●
率
先
的
避
難
者
に
な
る

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
ま
ず
自
分
が
勇
気
を

持
っ
て
逃
げ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
釜
石
で
津

波
に
い
ち
ば
ん
詳
し
い
の
は
中
学
生
た
ち
で
す
。

そ
の
彼
ら
が
必
死
に
避
難
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も

避
難
場
所
へ
と
走
り
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
を
片
田
教
授
は
次
の
言
葉
で
結
び

ま
し
た
。「
僕
は
、
子
ど
も
は
環
境
で
育
つ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
責
任
と
し
て
、

『
津
波
警
報
が
出
た
ら
逃
げ
る
』
と
い
う
文
化
を
大

人
が
実
践
し
、
そ
の
な
か
で
子
ど
も
を
育
て
、
親

と
な
り
、
次
の
世
代
を
育
て
る
…
…
そ
う
い
う
社

会
を
作
る
こ
と
が
、
今
こ
そ
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」。

さ
ら
に
、
こ
の
日
の
締
め
く
く
り
に
は
、
危

機
管
理
教
育
研
究
所
代
表
・
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
国
崎
信
江
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
林
春
男
京
都
大
学
防
災
研
究
所
巨
大
災
害
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
や
避
難
所
と
な
っ
た
福
島
県

「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
館
長
の
渡
邉
日
出

夫
さ
ん
も
参
加
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
展
開
。
地
震
や
津
波
な
ど
の
大
災
害
か
ら
い
か

に
生
き
延
び
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
地

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

取
材
・
文

　松
本
め
ぐ
み
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防災の動き
Disaster Management News

津波防災の日シンポジウム
11 月 5 日、東京・港区のニューピアホールにて、津波防災の日シンポジウム 2011 が開催されました。

津波防災の日

2011 年６月、津波による被害
から国民の生命、身体及び財
産を保護することを目的とす
る「津波対策の推進に関する
法律」が制定されました。こ
の法律において、11 月５日は

「津波防災の日」と定められ、
国及び地方公共団体は、その
趣旨にふさわしい行事を実施
することとされました。

基調講演中の片田敏孝 
群馬大学大学院教授
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Q東
日
本
大
震
災
か
ら
10
か

月
の
時
間
が
経
過
し
、

被
災
地
で
は
仮
設
住
宅
の

仮
住
ま
い
に
移
る
な
ど
で
、
生
活
に
一

定
の
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
や
一
人
の
時
間
が

で
き
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
震
災
と
向
き
合
い
、

大
切
な
人
、
財
産
や
思
い
出
を
失
っ
た
悲
し
み
を
強
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

決
し
て
止
ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
く
時
間
と
と
も

に
、
気
持
ち
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
き
ま
す
が
、
そ

の
悲
し
み
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
向
き
に
生
き

よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
、
つ
ら
い
出
来
事
が
思
い
出
さ

れ
る
た
び
に
苦
し
く
な
る
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。

ま
ち
の
復
興
や
個
人
の
生
活
再
建
に
向
け
て
地
域
が

変
化
し
て
い
く
な
か
で
、「
悲
し
ん
で
い
る
自
分
」
を
表

に
出
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
、
被
災
地
や
被
災
者
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
で

す
。
社
会
の
関
心
ご
と
と
し
て
い
つ
も
被
災
地
を
話
題

に
し
て
気
に
か
け
る
こ
と
で
す
。

社
会
が
、
悲
し
み
に
終
わ
り
が
な
い
こ
と
を
理
解
し
、

い
つ
だ
っ
て
「
泣
き
た
い
と
き

に
泣
け
る
」、「
悲
し
み
や

寂
し
さ
を
出
せ
る
」
よ

う
に
受
け
止
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
今

ま
で
閉
ざ
し
て

い
た
気
持
ち
や

思
い
を
、
今
だ

か
ら
こ
そ
話
せ

る
と
い
う
気
持
ち

の
変
化
も
出
て
き

ま
す
。

直
接
伝
え
た
い
、
経

験
し
た
こ
と
を
残
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
様
々
な
活
動

で
支
援
し
、
そ
の
思
い
を
受
け
取
る
こ
と

も
私
た
ち
に
で
き
る
心
の
ケ
ア
の
ひ
と
つ
で
す
。

17

もし、一日前に戻れたら…

私は、年だから早く寝るし、雨戸を閉めているので、あ
の豪雨のときも何が起きているのか全然わかりませんでし
た。いったんはうちの前もある程度水がたまったと思うんで
すが、さっと水が引いてしまったために「何だか葉っぱがた
まっとるな」くらいの感じでしたね。
午後になって、「ボランティアセンターが立ち上がります

よ」という話があって、どこかで大きな被害が出ているんだ
なとやっと気がついたという状況でした。
実際に何軒かのお宅のお手伝いをさせてもらいながら、

ボランティアの仲間たちと、「これからはこういうことが
時々起きるんじゃないか」というような話をしました。

名古屋で東海地震
の被害があると言われ
てから、私たちは地震
について重点的にいろ
んなことを勉強してき
たし、地震を想定した
訓練にも参加させて
もらったりしてきた
けど、水害ということは全然頭になかったんですよ。今回
の水害を体験して、次はこういうことをした方がいいとか、
こういうことはだめだとか、いろいろ勉強になりました。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

被災者の方に、臨床心理の
専門知識がない私ができる

ことはなんですか？
被災地のことを気にかけて
忘れないこと、伝えたいと
いう思いを受け取ることです。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

忘れないこと、伝えたいと
いう思いを受け取ることです。A
忘れないこと、伝えたいと

A
忘れないこと、伝えたいと
いう思いを受け取ることです。Aいう思いを受け取ることです。

「一日前プロジェクト」　第 20回

平成 20 年 8月末豪雨（平成 20 年 8月）

イラスト：井塚 剛

災害は地震だけじゃない　～水害への備えも必要なボランティア～（70 代 男性）
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野球の「底力」に込めた
東北への思い

東北楽天ゴールデンイーグルス

嶋基宏さん

Active 
Human  
List 8

「
野
球
の
底
力
」「
東
北
の
底
力
」。 

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
嶋
選
手
が
４
月
に
語
っ
た
、
二
度
の
ス
ピ
ー
チ
は
、 

震
災
後
の
人
々
の
気
持
ち
に
深
く
染
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、 

被
災
地
の
球
団
の
選
手
会
長
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
ぱ
っ
て
き
た
嶋
選
手
に
、 

東
北
に
対
す
る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

しま・もとひろ●東北楽天ゴールデンイーグルス捕手、
選手会長。1984 年岐阜県生まれ。中京大学付属中京高校
～國學院大學を経て、2006 年に大学生・社会人ドラフト
で楽天に指名され、2007 年に入団。2010 年は打撃に開
眼し、ベストナイン、ゴールデングラブも受賞、一躍リー
グを代表する捕手に成長した。東日本大震災後の 2011
年 4 月 2 日の札幌ドームと 4 月 29 日の日本製紙クリネッ
クススタジアム宮城の試合では、選手会長として被災地・
東北に向けた熱いメッセージをスピーチ、全国に感動を
呼んだ。

開幕戦の試合前セレモニーでスピーチを行う嶋選手 
（4 月 29 日  日本製紙クリネックススタジアム宮城）　©Rakuten Eagles



ぼ う さ い      冬号  ( 第65 号 )

今
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か

夜
遅
く
ま
で
話
し
合
っ
た

「
大
変
な
震
災
が
起
き
た
こ
と
は
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、

と
も
か
く
実
感
が
持
て
な
い
ん
で
す
よ
。

家
族
と
も
連
絡
が
取
れ
な
い
し
、
不
安

ば
か
り
が
募
り
ま
し
た
」

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
北
楽
天

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
（
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
）
の
選
手
た
ち
は
、
兵
庫
県
明

石
市
で
オ
ー
プ
ン
戦
の
日
程
を
こ
な
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
未
曾

有
の
大
震
災
が
、
東
北
を
中
心
と
す
る

東
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
に
、

仙
台
を
本
拠
地
と
す
る
楽
天
イ
ー
グ
ル

ス
は
被
災
球
団
と
な
り
、
仙
台
に
家
族

を
残
し
て
き
た
選
手
た
ち
も
、
被
災
者

の
一
人
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

以
降
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
選
手
と

ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
仙
台
に
帰
れ
な
い

ま
ま
各
地
を
転
戦
、
調
整
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
選
手
と
ス
タ
ッ

フ
た
ち
は
、
遠
征
先
で
募
金
活
動
を
始

め
る
な
ど
、
被
災
地
支
援
の
た
め
に
立

ち
上
が
り
ま
す
。

「
そ
の
こ
ろ
は
、
今
で
き
る
こ
と
は
何

な
の
か
、
毎
晩
、
選
手
同
士
で
夜
遅
く

ま
で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
」

そ
し
て
４
月
２
日
、
札
幌
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
た
対
日
本
ハ
ム
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
マ
ッ
チ
で
、
満
員
の
観
衆
を
前

に
語
ら
れ
た
、
嶋
基
宏
選
手
の
ス
ピ
ー

チ
が
大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
の
で
す
。

〈
今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
域
を
超
え
た
野
球

の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
せ
ま

し
ょ
う
、
野
球
の
底
力
を
。
見
せ
ま
し
ょ

う
、
野
球
選
手
の
底
力
を
。
見
せ
ま
し
ょ

う
、
野
球
フ
ァ
ン
の
底
力
を
。
共
に
が

ん
ば
ろ
う
東
北
。（
一
部
抜
粋
）〉

「
内
容
は
、
球
団
の
人
と
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。
東
北
唯
一
の
プ
ロ
野
球
球
団

で
あ
り
、
ま
た
被
災
球
団
で
も
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
あ
り
き
た
り
の
ス
ピ
ー
チ

に
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
」

そ
こ
で
語
ら
れ
た
「
底
力
」
と
い
う

言
葉
は
、
被
災
し
た
人
々
を
大
き
く
勇

気
づ
け
ま
し
た
。

選
手
た
ち
が
仙
台
に
戻
り
、
津
波
の

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
沿
岸
部
の
被
災
地

を
訪
れ
た
の
が
、
開
幕
直
前
の
４
月
８

日
の
こ
と
で
し
た
。

来
年
こ
そ
仙
台
で

日
本
シ
リ
ー
ズ
を
戦
い
た
い

「（
現
実
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し

て
）
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

そ
の
と
き
嶋
選
手
が
言
葉
に
し
た
の

は
「
遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

「
１
か
月
も
何
し
て
た
ん
だ
と
、
僕
な

ら
怒
り
ま
す
よ
。
で
も
、
避
難
所
の
み

な
さ
ん
は
、
あ
り
が
と
う
、
お
か
え
り

な
さ
い
、
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
涙
が
出
ま
し
た
。
逆
に
こ
ち

ら
が
救
わ
れ
た
の
で
す
」

そ
ん
な
被
災
地
に
対
す
る
嶋
選
手

の
想
い
は
、
震
災
後
初
の
本
拠
地
試
合

と
な
っ
た
４
月
29
日
の
日
本
製
紙
ク
リ

ネ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城
で
の
ス

ピ
ー
チ
に
も
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
何
の
た
め
に
僕
た
ち
は
闘
う
の
か
、

は
っ
き
り
し
ま
し
た
。
こ
の
１
ヶ
月
半

で
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
誰
か
の
た
め
に
闘
う
人
間
は
強
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。（
一
部
抜
粋
）〉

そ
し
て
ス
ピ
ー
チ
の
最
後
は
、
こ
の

よ
う
に
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

〈
絶
対
に
見
せ
ま
し
ょ
う
、
東
北
の
底

力
を
！
〉

４
月
２
日
の
ス
ピ
ー
チ
と
同
様
に
「
底

力
」
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
か

ら
１
ヶ
月
半
が
経
ち
、
そ
の
間
も
様
々

な
支
援
活
動
を
行
い
、
被
災
地
も
見
て

き
た
嶋
選
手
の
言
葉
は
「
何
の
た
め
に

僕
た
ち
は
闘
う
の
か
」
と
、
仙
台
に
戻
っ

て
き
て
、
よ
り
深
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。「

今
で
も
そ
う
で
す
が
、『
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！
』
な
ん
て
簡
単
に
い
え
な
い

で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
の
か
、
チ
ー
ム
全
員
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ

り
試
合
に
勝
っ
て
、
東
北
の
人
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
、
最
大
の
恩
返

し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
、

仙
台
で
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
戦
い
た
い
で

す
ね
」

取
材
・
文
　
宇
野
　
正
樹
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撮
影
　
宇
野
　
正
樹

避難所を訪問中の東北楽天ゴールデンイーグルス選手
（4 月 8 日  宮城県東松島市）　©Rakuten Eagles
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平
成
22
年
度
の
大
雪

平
成
22
年
12
月
下
旬
か
ら
、
各
地
で
大
雪
と
な
り

ま
し
た
。
12
月
25
日
に
は
北
日
本
日
本
海
側
を
中
心

に
、
31
日
に
は
西
日
本
日
本
海
側
を
中
心
に
記
録
的

な
積
雪
と
な
り
、
交
通
障
害
や
停
電
、
雪な
だ
れ崩

な
ど
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
、
記
録
的
な
大
雪
と
な
っ
た
山
陰
地
方
で
は
、

12
月
31
日
に
国
道
９
号
で
大
型
車
両
が
横
転
し
道
路

を
閉
塞
し

た
こ
と
か

ら
車
両
約

１
０
０
０

台
が
立
ち

往
生
し
た

ほ
か
、
大

雪
に
よ
る

道
路
の
閉

塞
か
ら
孤

立
集
落
も

生
じ
ま
し

た
。ま

た
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
除
雪
作
業
中
等
の
事
故
に
よ
り
、

１
３
１
人
の
死
者
が
生
じ
ま
し
た
。

新し
ん

燃も
え

岳だ
け

噴
火

新
燃
岳
は
、

１
月
26
日
以

降
活
発
な
噴

火
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

同
日
、
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル

は
、
レ
ベ
ル

２
（
火
口
周

辺
規
制
）
か

ら
レ
ベ
ル
３

（
入
山
規
制
）

に
引
き
上
げ

ら
れ
、
現
在
も
レ
ベ
ル
３
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

爆
発
的
な
噴
火
が
現
在
ま
で
に
計
13
回

発
生
し
、
噴
石
に
よ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
屋
根
の
破
損
や
空
振
に

よ
る
ガ
ラ
ス
等
の
破
損
が
９
０
０
件
超
生
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
降
灰
に
よ
る
視
界
不
良
の
た
め
、
道
路

の
通
行
止
め
や
鉄
道
の
一
時
運
行
停
止
が
あ
っ
た
ほ

か
、
農
業
で
は
、
農
作
物
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ
の

降
灰
に
よ
る
収
穫
の
一
部
不
能
や
収
量
・
品
質
の
低

下
等
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

３
月
11
日
14
時
46
分
頃
に
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
沖

1
3
0
㎞
付
近
の
深
さ
24
㎞
を
震
源
と
す
る
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
し
、
宮
城
県
北
部

で
最
大
震
度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各
県
を

中
心
に
太
平
洋
沿
岸
部
を
巨
大
な
津
波
が
襲
い
、
福

島
県
相
馬
で
９
・
３
ｍ
以
上
の
津
波
高
が
観
測
さ
れ

20

国内災害

平
成
23
年
の
災
害
を
振
り
返
る

災害報告
Disaster Report

堤防を乗り越えて町に押し寄せる津波
（田老町漁業協同組合　提供）

大量の積雪でできた雪壁

新燃岳噴火により、辺り
一面を覆いつくした大量

の火山灰
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た
ほ
か
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の
40
・
５
ｍ
の
津
波

遡
上
高
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
首
都
圏
で
は
、

大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

全
国
の
被
害
状
況
は
、
死
者
約
１
万
６
千
人
、
行

方
不
明
者
約
３
千
５
百
人
、
負
傷
者
約
５
千
９
百
人
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
33
万
２
千
人
あ
ま
り
の
方
々
が

避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
（
避
難
所
の
他
、親
族
、

知
人
宅
や
公
営
住
宅
、
仮
設
住
宅
等
へ
の
入
居
者
も

含
む
）（
12
月
13
日
現
在
）。

平
成
23
年
新
潟
・
福
島
豪
雨

新
潟
県
と
福
島
県
会
津
地
方
で
は
、
７
月
27
日
昼

頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
28
日
か
ら
は
断
続
的
に
１

時
間
に
80
㎜
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
降
り
ま
し
た
。

27
日
12
時
か
ら
30
日
24
時
ま
で
の
総
雨
量
は
、
福
島

県
只
見
で
６
８
０
・
０
㎜
、
新
潟
県
加
茂
市
宮
寄
上
で

６
２
３
・
５
㎜
と
な
り
、
新
潟
県
で
は
広
い
範
囲
で

４
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
の
被
害
、
断
水
、
土
砂
災
害
が
多
く

発
生
し
た
ほ
か
、
福
島
県
で
は
孤
立
地
区
が
生
じ
ま

し
た
。

全
国
の
被
害
状
況
は
、
死
者
４
人
、
行
方
不
明
者

２
人
、
家
屋
全
壊
73
棟
、
家
屋
半
壊
９
９
８
棟
、
床

上
浸
水
約
１
千
棟
、
床
下
浸
水
約
８
千
棟
（
12
月
16

日
現
在
）
で
あ
り
、
そ
の
９
割
近
く
が
新
潟
県
に
お

け
る
も
の
で
し
た
。

平
成
23
年
台
風
12
号
及
び
台
風
15
号

台
風
12
号
は
、
８
月
25
日
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
西

の
海
上
で
発
生
し
、
９
月
３
日
10
時
前
に
高
知
県
東

部
に
上
陸
し
ま
し
た
。

特
に
和
歌
山
県
、
奈
良
県
及
び
三
重
県
で
は
、
河

川
の
は
ん
濫
や
山
間
部
に
お
け
る
土
砂
災
害
に
よ
り
、

農
林
水
産
業
や
文
化
財
へ
の
被
害
、
断
水
や
停
電
な

ど
多
く
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂
崩
れ

等
に
よ
る
河
道
閉
塞
（
地
す
べ
り
な
ど
に
よ
り
河
川

の
流
れ
が
ふ
さ
が
れ
、
水
が
た
ま
る
現
象
）
が
９
月

30
日
ま
で
に
17
箇
所
発
生
し
ま
し
た
。　

全
国
の
被
害
状
況
は
、
死
者
78
人
、
行
方
不
明
者

16
人
、
家
屋
全
壊
３
７
３
棟
、
家
屋
半
壊
２
９
２
４

棟
、
床
上
浸
水
約
６
千
棟
、
床
下
浸
水
約
１
万
９
千

棟
（
12
月
15
日
現
在
）。

台
風
15
号
は
、
９
月
13
日
に
日
本
の
南
海
上
で
発

生
し
、
21
日
14
時
頃
に
静
岡
県
浜
松
市
付
近
に
上
陸
。

西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
、
広
い
範
囲
で
暴
風

や
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
15
日
０
時
か
ら
22
日
９
時
ま
で
の
総
降
水
量

は
、
九
州
や
四
国
の
一
部
で
１
０
０
０
㎜
を
超
え
、

多
く
の
地
点
で
総
降
水
量
が
９
月
の
降
水
量
平
年
値

の
２
倍
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
21
日
に
東
京
都
江

戸
川
区
で
最
大
風
速
30
・
５
ｍ
を
記
録
し
ま
し
た
。

全
国
の
被
害
状
況
は
、
死
者
18
名
、
行
方
不
明
者

1
人
、
家
屋
全
壊
33
棟
、
家
屋
半
壊
１
５
７
７
棟
、

床
上
浸
水
約
２
千
棟
、
床
下
浸
水
約
６
千
棟
（
12
月

15
日
現
在
）。
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畑の浸水やビニールハウスの損壊など、新潟・福島豪雨による農地
や農業施設の被害状況（新潟県）

台風 12 号によって崩れた土砂が川を堰き止めてできた河道閉塞
（和歌山県田辺市熊野）
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２
０
０
９
年
８
月
、
佐
用
高
校
が
あ
る
兵
庫
県

佐
用
郡
佐
用
町
は
、
台
風
９
号
な
ど
に
よ
る

豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
時
、

町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
佐
用
高
校
の
生
徒
た
ち
は
す

ぐ
に
、「
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
町
の

復
興
支
援
に
立
ち
上
が
っ
た
。。

我
が
町
を
勇
気
づ
け
た
い

水
害
直
後
は
、
生
徒
や
教
師
が
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
前
で
募

金
活
動
を
実
施
。
ま
た
、
土
砂
の
片
付
け
な
ど
の
復
旧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
約
１
週
間
の
活
動
に
、
教
師
・

生
徒
合
わ
せ
て
延
べ
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

水
害
翌
年
の
２
０
１
０
年
は
、
地
域
復
興
支
援
の
一

環
と
し
て
、
農
業
科
学
科
を
中
心
に
〝
農
業
の
力
〟
を

活
か
し
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
草
花
を
植

え
た
手
作
り
プ
ラ
ン
タ
ー
の
製
作
だ
。
県
内
の
別
の
高

校
や
、
大
学
と
も
協
力
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

添
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
合
計
約
１
０
０
個
を
商

店
街
の
人
た
ち
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
商
店

街
が
明
る
く
な
り
、
多
く
の
被
災
者
の
方
か

ら
も
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
一
層
強
め
た
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
佐
用
高
校
は
、

２
０
１
０
年
度
の
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
「
防
災
教
育
特
別
賞
」
及
び
ぼ
う
さ
い

甲
子
園
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。

広
が
る
復
興
支
援
活
動

そ
し
て
２
０
１
１
年
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
。
佐
用
高
校
で
は
、「
２
年
前
に
全
国
か

ら
助
け
ら
れ
た
お
礼
を
し
よ
う
」
と
、
学
校

を
あ
げ
て
積
極
的
に
被
災
地
支
援
活
動
に
取

り
組
み
、
そ
の
中
で
家
政
科
の
生
徒
を
中
心

に
〝
家
庭
科
の
力
〟
を
活
か
し
た
防
災
活
動

も
開
始
し
て
い
る
。

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

高
校
生
に
よ
る
災
害
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援
活
動

兵
庫
県
立
佐
用
高
等
学
校
で
は
、
町
の
水
害
復
興
支
援
か
ら
始
ま
っ
た
防
災
活
動
が

今
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

第 9回

佐用高校が行った東日本大震災支援活動の様子。（左上から時計回り）姫路駅前での募金活動、 
宮城県石巻市での花壇づくりボランティア（農業科学科）、子どもたちに送る「防災座布団」づくり 

（家政科）、被災地に桜の絵を千枚届けるという兵庫県の絵画教室の取り組みに賛同して 
佐用高校生も桜の絵を描いて参加した





東日本大震災
復興支援の情報サイト

政府のホームページでは、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報を掲載しています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

義援金の受付手続きを案内しています。 
皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、 

被災者の方々へ届けられます。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成24年3月31日（土）まで

受付手続き
全国の銀行、信用金庫の本店又は支店、郵便局の指定
口座にお振込み下さい。口座名義はいずれの銀行も 

「東日本大震災義援金政府窓口」です。

http://www.cao.go.jp/gienkin/

ハンドブック

被災された方に役立つ情報を集めた各種冊子が
ダウンロードできます。

「仮設住宅くらしの手引き」
仮設住宅で暮らす方のための、心のケアなどの生活情報

「生活支援ハンドブック」
健康や生活再建に向けた大切な情報

「税制支援ハンドブック」
被災された方の支援やご負担軽減のための「税制」解説

「生活再建・事業再建ハンドブック」
生活、事業の再建に向けた様々な政策解説

http://www.kantei.go.jp/saigai/handbook/

復興アクション

「復興アクション」とは、風評に惑わされない、過度な自粛はやめる、節電を心がける
など、被災地のために、普段の暮らしの中で私達が出来る取り組みです。

様々な活動レポートや応援ツイートがご覧いただけるほか、復興アクションによる 
応援の輪を広げるためのバナーやロゴなどの応援ツールもダウンロードが可能です。

http://fukko.gov-online.go.jp/

内閣府防災情報のページ

被害状況や、中央防災会議における被害状況分析と 
対策検討状況、また、被災者支援制度や東日本大震災
財特法、激甚災害法、防災ボランティア等に関する 

情報を紹介しています。
関係府省庁および岩手県、宮城県、福島県の東日本 
大震災情報ページへのリンクも集められています。

http://www.bousai.go.jp/

東日本大震災への対応 

〜首相官邸災害対策ページ〜

「首相官邸災害対策ページ」では、東日本大震災に 
関する大切な最新の情報を随時掲載しています。また

「官邸災害情報ツイッター」では、官房長官の会見要旨
や、その日のトピックスなどを紹介しています。

http://www.kantei.go.jp/saigai/
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